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令和４年第２回鹿追町議会臨時会会議録 
 

１ 議事日程第 １号 

日時 令和４年５月９日（月曜日） 午前 10時 00分 開 議 

  場所 鹿追町議会議場 

日程 １         会議録署名議員の指名 

日程 ２         会期の決定について 

   日程 ３         諸般の報告 

   日程 ４         行政報告 

日程 ５ 報告第 １号  令和３年度鹿追町一般会計繰越明許費の報告について 

   日程 ６ 議案第 29号  財産の取得について      

    

２ 本日の会議に付した事件 

  議事日程のとおり 

 

３ 出席議員（11人） 

１番 清水 浩徳議員   ２番 山口 優子議員   ３番 畑  久雄議員 

４番 台蔵 征一議員   ５番 加納  茂議員   ６番 上嶋 和志議員 

７番 川染  洋議員   ８番 狩野 正雄議員   ９番 埴渕 賢治議員 

10番  安藤 幹夫議員      11番 吉田  稔議員 

 

４ 欠席議員（なし） 

 

５ 本会議に説明のため出席したもの 

町      長    喜 井 知 己 

教育委員会教育長    渡 辺 雅 人 

 

６ 町長の委任を受けて説明のため出席したもの 

副 町 長   松 本 新 吾 

総 務 課 長    葛 西 浩 二 
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総務課財政担当課長   菊 池 光 浩 

企 画 課 長   草 野 礼 行 

町 民 課 長   平 山 宏 照 

保 健 福 祉 課 長   西 垣 慎 也 

子 育 て 支 援 課 長     米 澤 裕 恵 

農 業 振 興 課 長     檜 山 敏 行 

農業振興課環境保全センター担当課長   城 石 賢 一 

商 工 観 光 課 長   松 井 裕 二 

国民健康保険病院事務長     渡 辺 弘 樹 

 

７ 教育委員会教育長の委任を受けて説明のため出席したもの 

  学 校 教 育 課 主 幹   天 野 健 治 

 

８ 議会事務局職員出席者 

  事 務 局 長    坂 井 克 巳  

  書      記     高 瀬 俊 一   
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令和４年５月９日（月曜日） 午前10時 00分 開議 

○議長（吉田稔） 

 ただいまから、令和４年第２回鹿追町議会臨時会を開会します。  

 これから本日の会議を開きます。 

本臨時会は、新型コロナウイルス感染拡大防止対策のため、説明員は最小限の出席によ

る会議といたします。 

ここで渡辺雅人教育長から発言を求められておりますので、これを許します。 

渡辺雅人教育長。 

○教育長（渡辺雅人） 

 ただいま議長のお許しをいただきましたので、就任の御挨拶をさせていただきます。 

去る３月23日開催の町議会定例会におきまして、同意をいただき、４月１日に町長より

教育長の職を拝命いたしました渡辺雅人でございます。 

改めてよろしくお願い申し上げます。 

本町のまちづくりの柱の一つであります「教育」を担当させていただくことに対しまし

て、大きなやりがいを感じると同時に、その職責の重さに改めて身の引き締まる思いであ

ります。 

現在、新型コロナウイルス感染症の拡大から既に３年を迎えております。 

この間、人々が集うことや学ぶ、つながるといった活動が制限されるなど、私たちの生

活を大きく変え、様々な社会活動、経済活動、そして教育活動は大きな影響を受け続けて

おります。 

このような状況の中で本町の教育につきましては、幼小中高一貫教育を軸とし、住民参

加を目指した学校運営協議会の導入やＩＣＴを活用した学習を積極的に推進し、さらに社

会教育におきましては、生涯学習の推進を核とし、芸術、文化、スポーツの振興など、特

色ある教育を絶えず進展させてきたところであります。 

これら長年にわたって築き上げられてきた特色ある鹿追町の教育を更に前に進められる

ように、また本町が目指しているまちづくりに貢献できるように全力で務めさせていただ

きたいと考えておりますので、皆様の御指導、御支援を賜りますよう、切にお願い申し上

げまして御挨拶に代えさせていただきます。 

どうぞよろしくお願い申し上げます。 

○議長（吉田稔） 
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 ここで松本新吾副町長より発言を求められておりますので、これを許します。 

 松本新吾副町長。 

○副町長（松本新吾） 

 ただいま議長のお許しを受けましたので、４月１日付けの異動に伴いまして新たに説明

員となりました職員を紹介させていただきます。 

 初めに、国民健康保険病院事務長、渡辺弘樹です。 

○国民健康保険病院事務長（渡辺弘樹） 

 よろしくお願いします。 

○副町長（松本新吾） 

次に、保健福祉課長、西垣慎也です。 

○保健福祉課長（西垣慎也） 

よろしくお願いします。 

○副町長（松本新吾） 

 次に、学校教育課主幹、天野健治です。 

○学校教育課主幹（天野健治） 

よろしくお願いいたします。 

○副町長（松本新吾） 

以上で、議会説明員の紹介を終わらせていただきます。 

ありがとうございました。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（吉田稔） 

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

     日程１      会議録署名議員の指名 

○議長（吉田稔） 

 日程１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第125条の規定により５番、加納茂議員、６番、上嶋和志

議員を指名します。 

     日程２      会期の決定について 

○議長（吉田稔） 

 日程２、会期の決定について議題とします。 
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 お諮りします。 

本臨時会の会期は、本日１日間としたいと思います。 

御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（吉田稔） 

 異議なしと認めます。 

本臨時会の会期は、本日１日間と決定いたしました。 

     日程３      諸般の報告 

○議長（吉田稔） 

 日程３、諸般の報告を行います。 

議長としての報告事項はお手元に配付のとおりです。内容を御覧の上、御了承願います。 

 日程４      行政報告 

○議長（吉田稔） 

日程４、行政報告を行います。 

喜井知己町長。 

○町長（喜井知己） 

令和４年第２回鹿追町議会臨時会が開催されるにあたり、行政の諸般について御報告申

し上げます。 

まず３月18日には、鹿追高校令和３年度カナダ短期留学代替旅行の出発式が、町民ホー

ルで行われました。 

この代替旅行の参加者は、高校２年生が24人、教諭４人、それから英語指導助手２人、

合計30人で出発しました。 

御案内のように新型コロナウイルスの感染拡大でカナダへの短期留学がかなわなかった

ことで、３年生になってしまうとどうしても進路の関係上実施できないということで、ギ

リギリ状況を見極めておりましたけれども、国内の代替旅行という形で実施しました。 

３泊４日の日程で函館市、ニセコ町、白老町など道内で実施しました。 

主に英語を活用した体験、活動ということでございました。 

令和４年度以降の状況はまだまだ予断を許しませんけれども、できることであれば、従

来の短期留学を１年生で実施から２年生にという形で令和４年度から対応ができればとい

うことでございます。いろいろ状況を見ながら、また議会の皆様にも御報告させていただ
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きたいと思います。 

次に３月23日には、鹿追駐屯地の新しい業務隊長、冨原大治業務隊長が着任されました

ので御挨拶に来ていただきました。 

議会の吉田稔議長、埴渕賢治基地対策特別委員長、同じく清水浩徳基地対策特別副委員

長、台蔵征一基地対策特別委員、それから鹿追地区自衛隊協力会連合会からは田弘志会

長、その他鹿追町自衛隊家族会、鹿戦会など関係団体からの御出席いただきました。 

冨原業務隊長は道南の御出身で、防衛大学校を卒業後、本州の勤務が長かったというこ

とでありますが、前任地は令和２年に着任された北千歳駐屯地で新編された訓練評価支援

隊に所属をされておりました。 

鹿追駐屯地も令和４年度末での改編が一部予定をされているということですので、今ま

での経験から冨原業務隊長も「地域との連携という必要性を強く感じている。地元とのつ

ながりを深めながら、仕事を進めていきたい」とお話しいただいたところであります。 

同じく３月23日には、令和３年度において叙勲を受けられた方に対して本町から顕彰状

をお渡しいたしました。 

お渡しさせていただいたのは髙井滉一氏、令和３年４月29日付けの春の叙勲で、瑞宝単

光章をお受けになりました。髙井氏は消防関係の功労ということでございました。 

それから、同じく令和３年４月29日付けの危険業務従事者叙勲、同じく瑞宝単光章で河

瀬政幸氏です。陸上自衛隊に36年御勤務で、国土防衛に多大な貢献をされたということで、

叙勲を受章されたということで本町から顕彰をさせていただいたところであります。 

次に３月24日には、防衛の陳情で東京の市ヶ谷に、陸上幕僚監部等に要望をさせていた

だきました。新型コロナウイルス感染症の状況がありますので私と吉田稔議長の２人で要

望させていただきました。 

陸上幕僚監部では、山根寿一幕僚副長、事務方では防衛省の土本英樹整備計画局長、伊

藤晋哉防衛計画課長にお会いすることができました。 

皆さん御存じのように令和４年度の組織改編に伴って、鹿追駐屯地の定数削減となって

おりますので、いずれにしても、鹿追駐屯地それから然別演習場を円滑に管理運営するに

ふさわしい人員の配置のお願い、あるいは部隊や隊員の存在が地域コミュニティの維持や

活性化に大きく影響しているということから今後更なる削減を行わないことと、定数隊員

の確実な配置についてお願いしてきたところであります。 

次に、３月25日には、バイオマス産業都市の要請活動ということで、東京都内で要望活
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動をしてまいりました。 

この組織は産業都市の会長が道内の興部町、硲一寿町長、副会長が岡山県真庭市の太田

昇市長、私は産業都市の中のバイオガス部会の座長という立場で参加させていただきまし

た。 

要請の内容としてはバイオマス産業都市構築の推進に関する提言書ということでありま

して、家畜バイオマス、そして木質バイオマスと大きく２つに内容に分かれているところ

であります。 

バイオマス関係７省庁への提言が中心になっております。 

ＦＩＴ関連については経済産業省、脱炭素関係については環境省、あるいはバイオマス

関連の技術開発については農林水産省、経済産業省、環境省、国土交通省、文部科学省、

その他として地方財政関係であれば総務省、内閣府が対象でありますが、当日は農林水産

省、経済産業省、環境省、総務省、国土交通省等々にお邪魔してそれぞれ要望内容を説明

してきたところであります。 

次に、３月26日には、北海道自衛隊駐屯地等連絡協議会の臨時要望ということで千歳市

で行われましたので、出席してまいりました。 

この日は千歳市内で国防懇談会の設立記念講演があったということで、その場所に安倍

晋三元総理が講演で来道されたということで、この機会に北海道自衛隊駐屯地等連絡協議

会として臨時要望会、そして意見交換会を実施されたということであります。 

内容としては、新たな防衛計画の大綱等に関する要望ということで、大まかな中身とし

ては、自衛官の定数確保、併せて北海道の重要性、防衛施設の半数以上は北海道にあると

いうことで、要望会と意見交換会をさせていただいたところであります。 

そこに道内の選出の和田義明衆議院議員、国防懇談会の最高顧問としては元陸上幕僚長

の岩田清文氏、特別顧問としては元北部方面総監の田浦正人氏が同席されたところであり

ます。 

次に３月28日には、約60年間の歴史を誇りました笹川保育所の閉所式が、会場は笹川

小学校で実施されました。 

保護者や園児、地域の方々、小学校の教員、吉田稔議長をはじめとする議員の皆様等々

の御参加いただいて、閉所式を行なったところであります。 

60年間の歴史で閉所ということで、もちろん寂しいわけでありますけれども、未来に進

んでいく一歩としたいということで、式典を実施させていただいたところであります。 
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次に３月30日には、中鹿追環境保全センターの液肥散布車両が納車されましたので安全

祈願祭を実施させていただきました。 

吉田稔議長、安藤幹夫副議長、それから加納茂産業厚生常任委員長、産業厚生常任委員

の皆様、鹿追町バイオガスプラント利用組合役員の皆様の出席をいただいて、作業あるい

は交通安全を祈願させていただいたところであります。 

今回導入したスラリータンカーについては国の補助金等々を利用して、総事業費として

は6,800万円余り、そのうちスラリータンカーの部分で国庫補助金1,130 万円をいただい

て導入したものであります。 

次に、３月31日には、鹿追町出会いの場創出事業の連携に関する協定式が行われました。 

本町における産業後継者対策婚活事業への取組として、帯広信用金庫が取り組む結婚相

談所「おびしんキューピット事業」について町内の産業支援指導団体と連携協定を締結す

ることにより婚活事業の促進を図っていこうとするものであります。 

ＪＡ鹿追町、それから商工会、町、帯広信用金庫がこういった形で今後の婚活事業ある

いは出会いの場の創出の取組を更に進めていきたいと思っているところであります。 

次に、４月７日には、令和４年度鹿追町自然体験留学生の受け入れ式がウリマックホー

ルで開催され出席してまいりました。 

令和４年度については、自然体験留学センター５人、ホームステイ１人、親子留学11

人でスタートしたところであります。 

「なかなか新型コロナウイルス感染症の関係で事業も思うようにできない中ではありま

すけれども、令和４年度の状況を見ながら事業を進めていきたい」ということで、鹿追町

自然体験留学制度推進協議会の高橋俊樹会長からも話があったところでございます。 

その後、今回の留学関係者からの御挨拶、スタッフの自己紹介等々があったところであ

ります。 

４月12日には、令和４年度鹿追町産業後継者対策協議会総会、引き続き令和４年度産業

研修生歓迎式が行われたところであります。 

産業後継者対策協議会の中では、令和３年度事業報告、それから令和４年度事業計画等々

のあと、01農業塾の関係について、農家の従業員、あるいは商工業者からの参加者も進め

ていくべきという意見も委員の皆様からありましたので、できれば令和４年度から積極的

に声掛けをして進めていきたい。若干の要綱改正も必要ということですので、現在検討し

ているところであります。 
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産業研修生につきましては、令和４年度は酪農が６人、畑作が２人、合計８人でスター

トしているところでございます。 

次に、４月21日には、北海道町村会創立100周年記念式典、それと毎年行われている北

海道町村会第76回目になる定期総会が札幌市で開催されました。 

北海道町村会の創立100周年記念式典については、御来賓で鈴木直道知事、それから北

海道議会小畑保則議長ほかをお迎えして、町村会の100年の歩みのスライド上映等々が行

われました。 

午後からは北海道町村会定期総会、例年どおりの実施内容ですけれども、新任町村長の

紹介で令和３年の総会から令和４年の総会まで道内で12人の新しい町村長が誕生したと

いうことで、十勝管内からは髙木康弘士幌町長、按田武豊頃町長、佐々木基裕本別町長と

いうことで、一言ずつ挨拶があったところであります。 

総会のあと、記念講演として「人口減少と北海道の社会保障―2040年を視野に入れた取

組を―」ということで、内閣官房参与、社会保障人口問題担当の全世代型社会保障構築本

部事務局総括事務局長の山崎史郎先生の記念講演があったところであります。 

次に、４月26日には、北十勝４町による広域防災に係る相互応援に関する協定締結式が

音更町役場で行われました。鹿追町、音更町、士幌町、上士幌町の北十勝４町の町長ほか、

それぞれの町の防災担当職員も出席したところであります。 

この協定は地震や洪水等の災害発生、または発生の恐れがある場合において、物資や職

員、避難所の相互協力により迅速な応急活動を実施し、広域連携により被害の軽減を図る

ことを目的にしておりまして、地域防災力の強化につながるものであります。 

皆さん御存じのように北十勝４町ということで、以前の消防組織もそうですけれども、

北十勝はあらゆる面で深いつながりがあるということであります。 

今後とも災害のときだけではなく、平常時から４町が実施する防災訓練など参加協力し、

連携を深めていくことも必要であると思ったところであります。 

次に、４月28日には、鹿追を舞台に映画撮影が予定をされている、タイトルが「おしゃ

べりな写真館」ということですけれども、これを支援する町民組織「ささえ隊」の設立総

会が開催されました。 

私は別な要件があって出席できなかったのですけれども、町から松本新吾副町長、渡辺

雅人教育長が参加させていただきました。 

会議ではささえ隊の隊長には相澤政則さん、副隊長に台蔵征一さん、鈴木朝子さんが選
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出されて今後の応援体制についていろいろ相談がされたところであります。 

ささえ隊から会の活動経費の要請もいただいておりますので、第２回の６月定例会に、

予算措置ということで提案させていただきたいと思っております。 

本格的な映画撮影が７月からということでありますけれども、いろいろスタッフの皆さ

んの住宅関係等々の御相談も受けていまして、その辺については順次準備を進めていると

いうことでございます。 

今後とも町はもちろんですけれども、皆様方と一緒に支援していきたいと思っておりま

すので、よろしくお願い申し上げます。 

それから行政報告書の中には書いていないのですけれども、４月27日に令和４年度の脱

炭素先行地域の選定を受けて、環境省の北海道地方環境事務所の桜井所長ほか地域脱炭素

創生室の皆様がわざわざ鹿追町にお越しをいただきまして、今回の先行地域の選定に対す

るお祝い、それから今後の取組についてお話をさせていただきました。 

今回の先行地域の関係については、地域脱炭素創生室という組織が新しく設けられたこ

ともありまして、具体的な内容については、北海道地方環境事務所の担当の方等々とやり

取りをして、今回の形になったわけであります。 

今後の事業の実施に際しても、これからが本番でいろいろな御相談をさせていただくと

いうことになっておりますので、改めて今後の御協力もお願いしたところであります。 

それから最後に新型コロナウイルスの感染状況をお話しさせていただきたいと思います。 

毎週月曜日、前の週の日曜日から土曜日までの感染者数が北海道のホームページ等で公

表されます。 

町でも帯広保健所から保健福祉の担当に毎日の感染者数の報告は来ております。 

先週、５月１日から５月７日までの数字を足してみたら、先週１週間で89人の感染者が

いました。今日、北海道のホームページで正式に数字が出ますので若干数字のずれが、も

しかしたらあるかもしれませんけれども、公表が始まってから１週間で一番多い数字にな

りました。 

先週１週間は、主に小学生とその御家族、御兄弟がいれば例えば中学生とかこども園と

いう形で１週間多かったです。 

鹿追小学校については、５月３日から５月８日、昨日まで学校閉鎖という形を取りまし

た。 

本日からは通常の形で学校が始まっております。 
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全部の方の状況が町でも把握できるわけではありませんが、ほぼ皆さん自宅療養という

形と聞いておりますので、重症化はほぼないと思っておりますけれども、先週１週間はそ

ういう状況でございました。 

国民健康保険病院の受診状況を見ますと、後半は大分落ち着いてきたということですの

で、これで少し収まるのかなと思っているところであります。 

それからもう一つ、新型コロナウイルス４回目のワクチン接種については、テレビ、新

聞等でも報道がありますので皆さんも御承知かと思いますが、年齢でいえば60歳以上の方

と18歳以上の基礎疾患のある方を対象に実施される予定となっております。 

３回目の接種から５か月経過した時点ということで、おおむね７月以降の実施になるか

と思います。 

施設入所者等では早く接種している方もいらっしゃいますので、それが早まる可能性も

ありますけれどもそういったことで実施されます。 

４回目の接種はそういうことでありますが、３回目の接種状況では、先週５月２日現在

の数字ですけれども、全体の対象年齢での３回目の接種率というのは、おおむね67％ぐら

いであります。高齢者の方は３回目の接種率が高くて、50代で 80％ぐらいですから、10

歳ずつ下がるごとに大体10ポイントぐらい下がっている状況でございます。 

５歳から11歳のお子さんの接種についても、1回目の接種を受けた方が対象年齢の30％

ぐらい、２回目が終わった方が20％ちょっとといった状況でございます。先週１週間で多

かったということです。 

町の事業も少し影響を受けて中止という事業も若干出てくるかもしれませんけれども、

御理解をいただきたいと思います。 

以上、行政報告といたします。 

ありがとうございました。 

○議長（吉田稔） 

 これから行政報告に対する質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（吉田稔） 

質疑なしと認めます。 

これで行政報告を終わります。 

 日程５ 報告第１号 令和３年度鹿追町一般会計繰越明許費の報告について 
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○議長（吉田稔） 

 日程５、報告第１号、令和３年度鹿追町一般会計繰越明許費の報告について議題とし 

ます。 

本件について、趣旨説明を求めます。  

 松本新吾副町長。 

○副町長（松本新吾） 

 報告第１号は、令和３年度鹿追町一般会計繰越明許費の報告についてであります。 

地方自治法施行令第146条第２項の規定に基づき、令和３年度鹿追町一般会計繰越明許

費について、次のとおり報告するといたしまして、総務費、総務管理費の定住促進住宅建

設奨励事業は、４戸分で250万円としましたが、２戸分150万円の繰り越し。 

令和３年度子育て世帯への臨時特別給付金給付事業は、補正どおり40万円の繰り越し。 

住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金給付事業は、補正どおり2,281万 7,000円

の繰り越し。 

戸籍住民登録費の社会保障・税番号制度システム整備事業は、補正どおり272万 8,000

円の繰り越し。 

衛生費、清掃費の十勝圏複合事務組合負担金事業は、補正どおり１万4,000円の繰り越

し。 

農林費、農業費の道営土地改良事業は、２地区合計で補正どおり5,149 万 6,000円の繰

り越し。 

款項、商工費の鹿追町企業活性化推進助成事業は、補正どおり783万 8,000円の繰り越

し。 

教育費、小学校費の学校保健特別対策事業は、補正どおり450万円の繰り越し。 

中学校費の学校保健特別対策事業は、補正どおり180万円の繰り越しであります。 

以上、５つの款にわたります事業の令和４年度繰越額の合計額は、9,309万 3,000円で

あり、財源内訳は、国・道支出金3,472 万 5,000円、地方債2,020万円、その他財源1,047

万円、一般財源2,769万 8,000円として繰り越しとなるものであります。 

以上、令和３年度一般会計繰越明許費について御報告申し上げました。 

御承認くださいますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（吉田稔） 

 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（吉田稔） 

 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これで、報告第１号を報告済みといたします。 

 日程６ 議案第 29号 財産の取得について 

○議長（吉田稔） 

 日程６、議案第29号、財産の取得についてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

松本新吾副町長。 

○副町長（松本新吾） 

 議案第 29号は、財産の取得についてであります。 

下記のとおり財産を取得したいので、地方自治法第96条第１項第８号及び議会の議決に

付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第３条の規定により議会の議決を求め

るものであります。 

取得財産は、燃料電池自動車公用中古車両購入一式であります。 

内容につきましては、トヨタミライ10台であります。 

契約の方法は、地方自治法施行令第167条の２の規定に基づきまして、随意契約であり

まして、業者名はトヨタカローラ帯広株式会社であります。 

以上の１社により４月11日に見積書を徴した結果、見積もり金額を2,283万 9,110円と

いたします帯広市大通南１丁目1番地、トヨタカローラ帯広株式会社、代表取締役、若林

剛氏と、現在仮契約を締結中であります。 

なお落札率は98.88％であります。 

以上、財産の取得について御説明申し上げました。 

御審議の上、議決を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（吉田稔） 

 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（吉田稔） 

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 
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これから討論を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（吉田稔） 

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより議案第29号を採決します。この採決は挙手によって行います。 

 お諮りします。 

本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

挙手10人 

○議長（吉田稔） 

 挙手多数であります。 

本案は原案のとおり可決されました。 

以上で本日の日程は全部終了しました。 

会議を閉じます。 

令和４年第２回鹿追町議会臨時会を閉会します。 

閉会 10時 41分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


